
地域スポーツクラブ活動体制整備事業
成果報告書 概要

令和
6年度地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

地域スポーツクラブ活動等の概要

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

高知県

・県の特徴として、中山間地域では小規模校が多く、団体競技に単独

で出場することができない学校が増えている。

・また、単独では取組が難しい自治体もあるため、取組の進捗状況に

差がある。

＜・１中学校30人以下 26校／（93校）＞

＜・１市町村１中学校 17市町村／（34市町村）＞

＜・協議会等の設置 20市町村／（34市町村）＞

※（ ）は県全体数

・高知県における部活動地域連携・地域移行検討会議（Ｒ7.２.12）

Ｒ６事業報告、Ｒ７事業計画

・地域移行検討部会（２回）

課題の洗い出しとその対応策、県内地域移行実践事例集の作成

・地域連携検討部会（３回）

拠点校部活動事例集、Ｑ＆Ａの作成、県中体連と連携した研修会の照会

・市町村における意見交換会

中学校数

（県立中学校数）
3 校

全生徒数

（３校総計）
504 人

域内の部活動数 33 部
実施した

地域クラブ数
０ クラブ

主な

運営団体
県としての取り組みはありません

県の方針

今後に向けて

・少子化の中でも、子どもたちがスポーツ、文化芸術活動に継続して親し

むことがができる環境の整備に向けて、県、市町村及び地域の関係者が

連携し、及び協力して、公立中学校における部活動の地域連携・地域

移行の必要性、課題、対応等について検討する。

・子どもたちがスポーツ、文化芸術活動等に継続して親しむことができる持続可能な

環境整備をするため、部活動改革に係る推進計画を令和7年度中に作成する。

・国の支援等を活用するなど、令和8年度以降の事業内容の検討を行う。
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成果報告書 概要

令和
6年度地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

市の方針

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

高知県南国市

本市では、４校の公立中学校があり、生徒数933人で29の運動部活

動が活動している。学校規模に違いがあり単独校で団体競技の運動部活

動を行うことができるのは、生徒数530人の香長中学校のみとなっている。

また、運動部活動数の加入率も52.3%と以前と比べると減少しており、

生徒のアンケートによると、やりたい運動スポーツが学校にないこと等の理由

が挙げられる。

香南中学校と北陵中学校での実証事業は、「まほろば」の献身的で真摯

な取り組みにより成果が徐々に見え始めた。

部活動の地域移行が目に見える形になったこと、「まほろば」と学校、教育

行政が三位一体となっていること、そのことが保護者市民をはじめ地域に部

活動の地域移行が認知（市議会の一般質問にも上がったこと）されてきた

ことで着実に部活動の地域移行は進んでいる。

地域スポーツクラブ活動等の概要

今後に向けて

中学校数 4 校 全生徒数 933 人

域内の部活動数 29 部活 実施した地域クラブ数 3 クラブ

全体の指導者数 ４人 全体の運営スタッフ数 4 人

主な運営団体 総合型地域スポーツクラブ

主な種目 バレーボール、バスケットボール、多種目体験型クラブ

平均的な

活動回数
20回 / 月

年間平均

参加生徒実数

３年：約５人/クラブ

２年：約５人/クラブ

１年：約５人/クラブ

参加会費 6,000円 / 年 主な活動場所
香南中学校

北陵中学校

①「子どもが運動スポーツに親しむ機会を確保する」、教師、保護者だけで

なく②「地域の大人が指導者として関わる」、③「教員の働き方改革につなげ

る」という3つを基本に、環境を整えていくことを目的とした。

学校の運動部活動を地域移行する場合には、指導者の確保と、これまで

市や保護者が負担していなかった指導者への謝金や旅費といった金銭的負

担等、様々な課題がある。

今後は、中学校全国体育大会を目指す生徒が、どの団体で競技を続けて

も不利益が出ないような配慮が必要となってくる。
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令和
6年度地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

市の方針

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

高知県市土佐清水市

地域スポーツクラブ活動等の概要

今後に向けて

硬式テニスでは、今年度より中学校を卒業した地域クラブの生徒を中心に、

地元の清水高校で硬式テニス部が発足し、インターハイ出場を目標に活動し

ている。部活動の地域移行を通して地元の中学校から高校に繋がる取組がで

きている。

バドミントン部では、小学校、中学校と一貫した指導もあり、県大会で個人

ベスト４になるなど好成績が残せている。

近年の人口減少により、中学校は閉校と合併を繰り返し2013年には、

清水中学校の１校のみとなった。生徒数は当初350名であったが、2024

年（令和6年度）は174名と11年でほぼ半分の人数になっている。

生徒数の減少に伴って、教員の数も少なくなっていき、従来あった部活動

では、生徒だけでなく、それを指導する専門的な知識を持った教員もどんどん

減っていく状態となった。

中学校数 1 校 全生徒数 174 人

域内の部活動数 11 部 実施した地域クラブ数 ２ クラブ

全体の指導者数 2 人 全体の運営スタッフ数 4 人

主な運営団体 総合型地域スポーツクラブ

主な種目 硬式テニス・バドミントン

平均的な

活動回数
4回/月

年間平均

参加生徒実数

３年：3人/クラブ

２年：3人/クラブ

１年：1人/クラブ

参加会費

●バドミントン
月会費 500 円
年会費 6,000円（など）
●硬式テニス
年会費 10,000円（など）

主な活動場所

市民体育館・総合
公園テニス場他

令和７年度より清水高校が高台移転し中学校と隣接することから、部活動で

もより連携した取組が期待できる。幼い頃からスポーツに触れる機会の提供を地

域スポーツクラブと連携して取り組み、スポーツ強化の地域として、本市への転入

者増加となるような人口減少対策にも結び付けていきたい。

本市の方針として、子ども達が幼い頃から続けてきたスポーツを中学校・高

校に進学しても継続ができる取組を進めていく。併せて、教員の働き方改革を

推進していく。
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令和
6年度地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

市の方針

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

高知県四万十市

地域スポーツクラブ活動等の概要

今後に向けて

中学校数 4 校 全生徒数 817 人

域内の部活動数 30部 実施した地域クラブ数 1 クラブ

全体の指導者数 4 人 全体の運営スタッフ数 4 人

主な運営団体 民間事業者

主な種目 ソフトテニス

平均的な

活動回数
12回/月

年間平均

参加生徒実数

３年：13人/クラブ

２年：9人/クラブ

１年：8人/クラブ

参加会費 24,000円/年 主な活動場所
安並運動公園テニ

スコート

生徒の所属する中学校によって、地域クラブの考え方や向き合い方に差を

感じることがあり、学校や保護者、地域への周知を徹底する必要を感じた。

来年度も引き続き、他の競技についても地域移行に向けた指導者の確保、

収入面の改善等の問題を一つひとつ解決しながら、スポーツ振興の観点から

も地域連携・移行への取り組みを加速させていきたい。

学校単位では部活動が成り立たなくなっていた中学校にとって、専門の指

導者の指導、またレベルの高いメンバーで活動をすることができる場が、地域

にできたことは非常に良いことであり、地域へのソフトテニスの普及につながっ

ている。市外からも参加しやすい環境であり、本市だけでなく広く地域の受

け皿となっている。

本市では、公立中学校3校、県立中学校１校の４校があり、生徒数817

人で30の運動部が活動している。しかしながら、近年生徒数の減少が続いて

おり、今後もその流れは続いていく想定である。現状でも、すでに学校単独では

チームが組めず、合同チームによる参加による競技が増加している状況がある。

「地域の子供たちは、学校を含め地域で育てる」、という意識の下、本市の

実情に応じ、子供たちが地域でスポーツや文化活動に継続して親しむことがで

きる機会を確保するとともに、学校の働き方改革を推進し、持続可能で多様

なスポーツ・文化環境の一体的な環境整備を県・市・スポーツ関係団体と連

係し、取り組んでいく。



地域スポーツクラブ活動体制整備事業
成果報告書 概要

令和
6年度地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

市の方針

自治体の課題、現状 地域移行関連の取組、成果

運営体制図

高知県市越知町

地域スポーツクラブ活動等の概要

今後に向けて

中学校数 1 校 全生徒数 82 人

域内の部活動数 7 部 実施した地域クラブ数 1 クラブ

全体の指導者数 1 人 全体の運営スタッフ数 1 人

主な運営団体
総合型地域スポーツクラブ

民間事業者

主な種目 男子バスケットボール

平均的な

活動回数
12回/月

年間平均

参加生徒実数

３年：1人/クラブ

２年：６人/クラブ

１年：２人/クラブ

参加会費 2,500円/年 主な活動場所
越知町民総合
運動場

今年度、指導者がいても活動する生徒がいなかったり、生徒がいても、部活

動の時間帯に指導者の都合が合わなかったりしたため、地域移行を予定して

いた部活動が地域移行できなかった。

そのため、部活検討委員会から広い人脈を生かし、指導者を紹介してもらう

など、近隣の市町村と連携を図ることが、主な来年度の取組となった。、バレー

ボール部と野球部について、来年度は地域移行を進めていく予定である。

男子バスケットボール部については、地域でバスケットボールをしたい子ども達

の受け皿になっている。また、基本的には地域クラブの指導者が部活動指導

だけでなく運営も行ってくれているので、中学校としては働き方改革につながっ

ている。

地域の子ども達が、幼い頃から続けているスポーツや、昔から行われている学

校部活動の競技も、なくすことなく続けることができる持続可能な環境作りを

目指す。

越知中学校は越知町唯一の中学校である。全校生徒82人に対して、運

動部のみで７部活、さらに文化部もあり、学校の規模から考えると部活動の

数が多く、教員への負担が大きい。また、生徒が分散してしまい、一つ一つの

部活動の部員不足が顕著であり、軟式野球部などの団体競技について近隣

町村と合同チームによる活動を行っている。しかし、山間部という地理的な問

題があり、近隣の町村までの距離が遠く、移動手段にも課題がある。
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